
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 国は、患者負担の軽減や医療保険財政の改善のため、平成 29 年央までに後

発医薬品（ジェネリック医薬品）※の数量シェアを 70％以上とするとともに、

平成 30年度から平成 32年度末までの間のなるべく早い時期に 80％以上とす

る新たな目標を定め、平成 29 年 6 月には、「2020 年（平成 32 年）9 月までに、

後発医薬品の使用割合を 80％とし、できる限り早期に達成できるよう、更な

る使用促進策を検討する。」と具体的な達成時期を定め、後発医薬品の更なる

使用促進に取り組んでいます。 

 香川県においても、患者さんや医療関係者がジェネリック医薬品を使いや

すい環境整備に取り組んでおり、その一つとして、主に医療関係者の皆様を

対象とした「ジェネリック医薬品セミナー」を開催しています。 

 今回は、日本ジェネリック医薬品・バイオシミラー学会理事でもある明治

薬科大学名誉教授の緒方宏泰先生を講師にお招きし、ご講演いただきます。 

ぜひご参加ください。 
※ 後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬品の特許終了後に、先発医薬品と品質・有効性・安全性が

同等として厚生労働大臣の承認を受けた医薬品であり、先発医薬品に比較して薬価が安く設定されています。 

 

【日 時】 平成３０年２月１２日(月・祝) 

１３：３０～１５：３０ 

高松商工会議所 大ホール 

高松市番町２－２－２（右下地図） 

          ◇ ◇ ◇ 

【演 題】 ジェネリック医薬品は、信頼して使用できる？ 

      —ジェネリック医薬品の品質、同等性について— 

【講 師】 明治薬科大学 名誉教授 

緒方 宏泰 先生 

 

【取組報告】全国健康保険協会香川支部 

          ◇ ◇ ◇ 

【対 象】 医師、歯科医師、薬剤師など 

      医療機関・薬局関係者 
※上記以外の職種の方、一般の方もご参加いただけます。 

※裏面の申込み用紙で事前に参加申込みをお願いします。 

参加費 

無料 

＜主催＞ 香川県 

香川県ジェネリック医薬品安心使用促進協議会 

＜お問い合わせ先＞ 香川県庁 薬務感染症対策課 

          電話０８７－８３２－３３０１（直通） 



 

第８回 香川県ジェネリック医薬品セミナー 
 

 

参 加 申 込 書 
 

 参加者の氏名（ふりがな）、職種、勤務先（名称、住所、電話番号、ファク

シミリ番号）、連絡先をご記入の上、以下①・②のいずれかの方法でお送りく

ださい。 
 

 ① ファクシミリの場合：０８７－８６１－１４２１ 香川県薬務感染症対策課 宛 

            （この面を送信してください。送信票は不要です。） 

 

 ② 電子メールの場合：yakumukansen@pref.kagawa.lg.jp 宛 

           （件名を「ジェネリックセミナー申込」としてください。） 

 

 

定員は先着２５０名です。定員になり次第締め切ります。 

受講「不決定」の場合のみ、電話もしくは電子メールで連絡いたします。 

 

ふりがな  

参加者氏名  

職  種 
（いずれかに○印） 

医師 ・ 歯科医師 ・ 薬剤師 ・ その他（        ） 

勤 
務 

先 

名  称  

住  所 
〒 

 

電話番号  

ﾌｧｸｼﾐﾘ番号  

連絡先 

（TEL、E-mail） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お問い合わせ先： 香川県 健康福祉部 薬務感染症対策課 麻薬・薬事監視グループ 

電話 ０８７－８３２－３３０１（直通） 

■ ジェネリック医薬品の品質、同等性等について、事前質問がありましたら簡潔にお書きください。■ 

（時間の制約により全ての質問にお答えいただけない場合もありますので、予めご了承ください。） 


